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	 核融合研究において、ELMや Disruption由来の間欠的熱負荷が集中するダイバータ板の損
傷過程解明は炉の正常運転期間を推定する上で重要な課題であるが、その表面物理は複雑で

ある。複雑化の一因として、間欠的熱負荷により蒸発した材料とプラズマが相互作用し、後

続の熱負荷が低減する蒸気遮蔽効果[1]があり、実機に即した環境での調査が必要である。	

	 蒸気遮蔽効果を含めた表面物理の理解には、材料近傍のプラズマや不純物粒子の瞬間的挙

動の理解が必要であるため、本研究では定常的に漏れ出てくるプラズマと ELM 等によるパル

ス的なプラズマを模擬できる、定常・パルスプラズマ複合照射装置 NAGDIS-PG に高時間分
解の発光分光計測システムを新設した。システムは分光器と ICCD 高速カメラを接合すること

で 10μs の時間分解能を実現している。	

	 上記システムを用いて、ダイバータ堆積層であるベリリウムを模擬したアルミニウムにパ

ルス He プラズマを照射した際の発光を 10μs の高時間分解で観測した。また、高温高密度で

あると考えられる He プラズマの発光スペクトル(He-II：468.6	nm)はドップラー効果とシュ

タルク効果を考慮して、Voigt関数でフィッティングし、イオン温度・電子密度を算出した[2]。	
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